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全国大学書写書道教育学会 第41回(武蔵野)大会 開催要項（第二次案内） 

 

第41回大会を下記の要領で開催します。多数のご出席をお待ちしております。 

 

 

１．主  催 全国大学書写書道教育学会 

２．後  援 東京都教育委員会  西東京市教育委員会  

３．開催大学 武蔵野大学 

４．期  日 令和８年９月13日（日） 

５．会  場 武蔵野大学 武蔵野キャンパス 〒202-8585 東京都西東京市新町一丁目１番20号 

６．参加費 3,000円(※大学院生は、2,000円)  当日受付でお支払いください。 

７．参加申込 

出席者を予め把握しておきたいと思います。下記フォームより事前申し込みをお願いします。 

また、所属と氏名を書いた名札を名札ケース（各自ご用意ください）に入れてお持ちください。 

 

左のQRコード（https://forms.gle/J4eFRBARPNc73UpU9）よりお申し込みください。 

必ず事前のお申し込み（９月１日（火）12:00まで）をお願いいたします。 

入力された情報は本大会の運営にのみ使用いたします。 

フォームのお申込みが難しい場合、開催大学までメールもしくは FAX・はがきにて次の情報をお送りくだ

さい。 

・参加ご希望の旨、ご氏名、ご所属、参加学会名、三学会合同懇親会出欠、メールアドレス、連絡がとれる電話番号。 

 

８．発表要旨集の事前ダウンロード 

発表要旨集は、PDF による発行となります。事前に本学会ホームページの会員専用ページ（左の QR

コード https://www.jacse.org/member）よりダウンロードし、タブレットや PC、印刷等による事前準

備をお願いいたします。ユーザー名とパスワードを入力のうえ、ダウンロードしてください。要旨

集は大会開催５日前までにアップロード予定です。 

 

 

 

９．日  程 (予定)  

9：00～ 9：25 受付 １号館アーケード 

9：30～12：30 ◆研究発表《自由研究》 

 

【第１分科会】（会場 1102教室） 

司会  加藤泰弘（東京学芸大学） 樋口咲子（千葉大学） 

9：30～9：35 発表と質疑等の案内 

9：35～10：05  [1-1]  

書教育を通した文字文化の理解の深化に関する実践研究 

東京学芸大学教職大学院研究生    顧  興浩 

10：10～10：40 [1-2]  

国語科と芸術科書道における仮名に関する教材分析 ―万葉仮名を中心とした日本語表記に着目して― 

横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校・東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科   

久保 彩織 

 

10：50～11：20 [1-3] 

高等学校芸術科書道における散らし書きの取り扱いの変遷に関する研究 

東京学芸大学附属高等学校・東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科  松原 直也 

 

11：25～11：55 [1-4] 

硬筆書写における「正しい」持ち方の歴史的変遷 －筆記具に接する三指の位置に着目して－ 

帝京科学大学 鈴木 貴史 

https://forms.gle/J4eFRBARPNc73UpU9
https://www.jacse.org/member
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12：00～12：30 [1-5] 

版画素材リノリウムを用いた書道と美術の分野における新しい合同授業の試み ―芸術科の授業展開にお

ける可能性を探る― 

武蔵野大学 廣瀨 裕之 

武蔵野大学 南雲 まき 

 

【第２分科会】（会場 1103教室） 

司会 杉山勇人（鎌倉女子大学） 豊口和士（文教大学） 

9：30～9：35 発表と質疑等の案内 

9：35～10：05  [2-1] 

中華人民共和国の教科書における漢字の書体の変遷教材に関する研究 

東京学芸大学教職大学院 杜 怡策 

 

10：10～10：40 [2-2] 

社会・文化的言語活動としての書写教育の再構築：ホール・ランゲージの理論枠組みと事例検討 

東京大学教育学部附属中等教育学校 高野 慎太郎 

 

10：50～11：20 [2-3] 

多様な文字文化の中で、日常生活に生きて働く書写力を育む指導 ―「文字の大きさ（漢字と仮名）」の

単元づくりを通して― 

盛岡市立土淵中学校 金森 由利子 

 

11：25～11：55 [2-4] 

日常的な書字活動における社会情動的スキルの研究  ―「書字に向かう力」を位置づけた書写教育の可

能性― 

青山学院中等部 達富 悠介 

横浜国立大学 青山 浩之 

 

12：00～12：30 [2-5] 

芸術科書道における書の言語表現的機能の理論的構造 

東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科・九州女子大学 三浦 拓眞 

横浜国立大学 青山 浩之 

 

【第３分科会】（会場 1104教室） 

司会 小林比出代（信州大学） 松本仁志（広島大学） 

9：30～9：35 発表と質疑等の案内 

9：35～10：05  [3-1] 

身体的特性と古筆の分析に基づく左利き児童に向けたひらがな書写 

東京電機大学大学院 細貝 早希 

 東京電機大学 伊藤 潤 

10：10～10：40 [3-2] 

近代学校教育における空書の成立－英習字の運筆練習との比較から－ 

川村学園女子大学 河島 由弥 

 

10：50～11：20 [3-3] 

日本語学習者への書字教育 ―非漢字圏留学生への授業実践から― 

東京福祉大学  福原 真子 

 

11：25～11：55 [3-4] 

筆順における機能性に関する研究―機能的要素のバランスとその要因― 

高崎健康福祉大学 菅野 陽太郎 

上越教育大学 押木 秀樹 
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12：00～12：30 [3-5]  

書字の習得・学習に関する基礎研究のための方法論 －字形の研究例による提案－ 

 

上越教育大学     押木 秀樹 

江南市立宮田小学校  北野こころ 

高崎健康福祉大学   菅野陽太郎 

 

【第４分科会】（会場 1108教室） 

司会 齋木 久美（茨城大学） 杉﨑 哲子（元静岡大学） 

9：30～9：35 発表と質疑等の案内 

9：35～10：05  [4-1] 

高等学校芸術科書道における「碑」と「拓本」の指導に関する実践的研究 ―唐代楷書学習の導入におけ

る「刻すこと」への着目を通して― 

東京学芸大学教職大学院  北嶋 栞菜 

  

10：10～10：40 [4-2] 

高等学校芸術科書道におけるマルチモーダル鑑賞の実践研究 

横浜国立大学大学院・横浜市立みなと総合高等学校 伊林 賢一 

 

10：50～11：20 [4-3] 

中学校国語科の書写と高等学校芸術科書道の接続－育成する「資質・能力」、学びの「目的と成果」に基

づく、接続モデルの設定－ 

愛知県立愛知商業高等学校  加藤 眞太朗 

 

11：25～11：55 [4-4] 

「点画の書き方」を言語化することの効果 ―中学校での毛筆書写の授業実践― 

東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科（博士課程）  川原 名見 

東京学芸大学  犬塚 美輪 

 

12：00～12：30 [4-5] 

地域材を生かした「漢字仮名交じりの書」の授業提案  ―国語科書写から高等学校芸術科書道への円滑

な接続を目指して― 

北海道教育大学岩見沢校 土井伸也 

 

12：30～13：30 休憩 

12：40～13：25  研究交流会（会場 1108教室） 

 

13：30～14：20 ◆総会（会場 1102教室） 

 

14：20～16：20◆シンポジウム（会場 1102教室） 学校教育と文字文化 

   実践報告 －文字文化に関わる指導の実際－ 

実践報告： 達富悠介（青山学院中等部教諭） 

松原直也（東京学芸大学附属高等学校教諭） 

            小林比出代（信州大学教授） 

ディスカッション 

         登壇者：達富悠介（青山学院中等部教諭） 

            松原直也（東京学芸大学附属高等学校教諭） 

            小林比出代（信州大学教授） 

                     平田光彦（武庫川女子大学教授） 

コーディネーター：青山浩之（横浜国立大学教授） 

 

16：20 閉会 

                              閉会の言葉  廣瀨 裕之（武蔵野大学） 
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10．シンポジウム 

シンポジウムテーマ：学校教育と文字文化 

※詳細は別紙のシンポジウム案内をご確認ください。 

 

11．学会誌への論文投稿 

大会における口頭発表等を論文として学会誌『書写書道教育研究』に掲載することを希望する場合は、当学会ホ

ームページ( )掲載の執筆要領によって投稿してください。 

原稿の締め切りは、11月１日(日)【厳守】です。なお、学会誌掲載の可否は査読によって決定されます。 

 

12.「学会賞」「学会功労賞」「学会奨励賞」の贈呈について 

書写書道教育に関する優れた業績に対し、該当者がある場合に、「学会賞」「学会功労賞」「学会奨励賞」を贈

ります。 

 

13．研究交流会 

日時：令和８年9月13日(日)  12：40～13：25 

 

14．伝統芸能鑑賞会・懇親会（三学会合同） 

 

◆伝統芸能鑑賞会（パイプオルガン・ピアノ、小鼓・謡） 

日時 ：9月12日（土） 17：10～18：10 

場所 ：武蔵野大学武蔵野キャンパス雪頂講堂（6号館1階） 

会費 ：無 料 

 

◆三学会合同懇親会 

日時 ：9月12日（土） 18：20～20：20 

場所 ：武蔵野大学武蔵野キャンパス６号館地下食堂 

会費 ：5,000円 

 

15．理事会 

次のように理事会を開催します。常任理事、理事は出席してください。 

  日時 ９月５日(土) 19：00～ 

  オンライン開催（接続情報は後日通知いたします。） 

 

16．お問い合わせ 

・研究発表、学会に関するお問い合わせ 

全国大学書写書道教育学会事務局 清水文博 

 

 

・大会に関するお問い合わせ 

武蔵野大学 教育学部 教育学科 廣瀨裕之先生 

※できるだけメールでのお問い合わせをお願いします。 

 

 

17．緊急時の対応について 

緊急時（災害等）における対応についてはホームページ（http://www.jacse.org/）にてお知らせいたしますのでご

確認をお願いします。 

 

18．会場への交通、宿泊、昼食について 

会場へのアクセスをご確認の上、早めに各自宿泊施設へお申し込みください。昼食は各自ご手配願います。 
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19．大学書道三学会について 

本学会と併せて、下記の学会等が開催されます。（参加費はそれぞれに必要です。） 

*日本教育大学協会全国書道教育部門会 9月11日（金） 13:00～16:30 

*全国大学書道学会          9月12日（土)  9:30～16:30 

*全国大学書写書道教育学会      9月13日 (日） 9:30～16:30 【本学会】 

*全国大学書道学会会員書作展 

会期  令和８年9月11日（金）～9月13日（日）9：00～17：00（初日10時から） 

会場 武蔵野大学 武蔵野キャンパス５号館１階クリエイティブ・ラーニングスクエア 

※各学会等の詳細については、各学会の案内を参照ください。 

 

 

 

○大会会場への交通・宿泊について 

 

 


